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メルボノレンのオーストラリア人剣道家たら

ー謙志館、道場の事例を通してー

前川 真裕子

はじめに ーホームランドを離れた文化の実践

本論考では、もともとのホームランドりを陥れた非西洋の文化的実践が、移動先の地でど

ういった目的から実践されているかに注目する。 特に、オーストラリアのメルボルンにおい

て、異文化としての剣道が非日本J¥たちの他者への興味からではなく、「自己を表現する

(expressing self) J I自己に挑戦する (challengingself) J I自己を成長させる (developingsel f) J 

といった言葉で表される自己追求と深く結びついている機子を考察する。

アパデュライの言葉を借用すれば、日本武道を含め非西洋の実践は、グローパル規模で展

開される文化の浮遊 (globalcultural flow)にのり、多機な人々にt!!:界各地で実践されるよう

になった [Appadurai1996:37J。それら非西洋の諸実践をめぐる研究はさまざまであるが、

一機に異文化の他者に対する好奇心や悩れと深く関連していることが議論されてきた。以下

で後述するように、幾つかの先行研究では、それら諸実践が実践に関わる人々の他者に対す

る一方的な解釈や願望を反映させるものであると議論されている。

例えば弓道は、オイゲン・へリゲルという l人のドイツ人哲学者により神秘的な東洋の実

践と解釈され世界に普及してきたことが指摘されている。へリゲノレはもともと禅思想に興味

を持っていた。彼は日本滞在t:1J2)、禅思想への関心から弓道に興味を持つようになり、弓道

家阿波1~f造の弟子となる。ヘリゲノレは弓道などの武道に禅の奥義があると考えたのである。

山田が詳しく分析 しているように、ヘリゲ、ノレの禅と弓道の理解は、彼の不十分な日本語会話

能力のため師である阿波との会話不全や、ヘリゲルの思い込みによる 日本語解釈、またドイ

ツ語への翻訳時に不適切な誤訳があったなど誤解の産物であったことがI:Y'Iらかにされてい

る [Yamada2001 J。さらに現在の研究では、阿波自身には禅についての見識がそれほどなか

ったとされてし、るが、 ヘリゲノレは阿波の弓道を神の思想lと関連させ超自然的3)な解釈を導き

出した [山間 2005:87;Suzuki 2005: 15・43J。彼は仏教などの難解で神位、的な用語を、阿波の

一挙手一投足に当てはめ弓道の実践に自己解釈を加えたのである九へリゲノレはドイツ帰国

後に日本での弓道実践をまとめた『日本の弓術』を出版している九『日本の弓術』は後に

『弓と禅』と改訂され、世界的ベストセラーとなり今日もなお多くの読者を魅了している。

筑波大学の 1983年の捌脊によると、 ドイツで弓道を習う 131名のうち、ヘリゲノレの著作に

影響され弓道を始めた者が 48.9%、禅への興味から始めた者が61.1%、また日本への興味か

ら弓道を始めた者が 66.4%となっている[山田 2005目72・73J。ヘリゲルの個人的興味から始

まった弓道および禅実践の追求は、『弓と禅』として出版されることで一つの神話となり世
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界を駆け巡ったのである [Yamada2001 :27]。

弓道に|絞らず非西洋の文化的実践は、しばしばエキゾチシズムの文脈で批判的に分析され

てきた。例えば、黒川は日本における「フラ実践 (Hulapractice) Jを「日本化 (Japanize)J 

されたフラであると指摘しつつも、「ハワイ」という文化的・歴史的に異なる「他者Jへの

強い悩れを反映したものだと論じている [Kurokawa2004:400-401]へ 黒川|は、日本人実践

者たちがしばしば口にする「ハワイアンのようになりたしリという諮りを分析し、 実践者た

ちが 「他者・にな りたい (becomingOther) Jという強い願望を持っていることを指摘している

[Kurokawa 2004: 17J。黒川によると、そ ういった実践者たらは、「自然と調和 した長閑なラ

イフスタイルJという前近代的なイメージをハワイに当てはめ、 1:1本が近代化する過程で失

ってきたとされる「古き良き U~f代」への渇望を、他者の文化を介することで満たそうとして

いるのだという。黒川はこれを 「辺境中心主義 (ethnoperipherism)Jであると論じ、ここに

異文化の他者に対するエキゾチシズムを読み取った [Kurokawa2004:402]。黒川が;論じるよ

うに、鰍かに日本におけるフラの実践は他者への憧れを強く反映したオリエンタリズム的な

エキゾチシズムの一極であり、筆者はその分析を批判するものでもない。ところがこれから

本論で紹介するメルボノレンの事例のように、ホームラン ドを離れた非西洋の文化的実践が、

他者性をそれほど意識することのない実践として人々の間に広がっている状況も無視する

ことはできない。

まず本訪日iでは、近年注目 されつつある研究の中から、サラ・ストラウスによるヨガの研究

及び、クリスティーナ・ローシャによる禅の研究を紹介する。同研究と共に、ホームランド

を雌れた非西洋の実践に関わる人々が、健康でファ ッショナブ、ルな自己に関心のある人々で

あることを概観する。 その後、 当筆主者のメルボボ~/ルレンでで、のフイ 一/ルレド

本諭では両研究に1沿合いつつも、最終的に同研究では指摘されていない側而、すなわちゅ11道

実践 (tandopractice) J 7)を通してメルボルンの実践者たちが日常とは異なる車rrしい場の創出

を試みている様子を指摘する。特に、 R氏(男性)と K氏(女性)の 2人の剣道実践者た

らの諮りに注目したい。

l 日常生活の中の非西洋の文化的実践

トl 心身の健康とヨガの実践

近年、ヨガや座禅などの非西洋の文化的・身体的な実践を対象にした学術的な研究を目に

することが多くなった [Priestand Young 2010; Pawle 2007; Murphy， Donovan and Taylor 1997; 

Cox 2003J叱特にヨーロッパや北米などいわゆる I先進諸国Jと呼ばれる国々では、健康

科学といった分野での研究が進んでいる [Kleiner2002:53・55;Green and Svinth 2003: 219]。

人々の健康意識が高まるなか、ヨガ、座禅、空手、テコンドーなどは「フィットネスIとい

う視点から研究対象としての注目を集めているのだ。人類学においては、サラ・ストラウス

などが「健康jという側面からヨガがどのように実践されているかを研究している [Strauss
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2005J。

ストラウスは、ヨーロッパや北米からインドのリシケシュ (Rishikesh)にあるディパイン ・

ライフ・ソサイエティ (DivineLife Society)にヨガを習得に訪れる人々及び、北米やヨーロ

ッパに点ねするヨガ・スクーノレでヨガを実践する人々を対象にインタヴュー調査を試みてい

る。彼らは休"隈などを活用して短期でヨガを習得する人々であったり、ヨガのインス トラク

ターになるための長期的なレッスンを受ける人々である。ス トラウスは、それら調査を行っ

た実践者たちが「精神的成長 (spiritualadvancement) J rストレスの軽減 (s同 ssrelieti J r肉

体的な健康増進 (physicalfitness) Jといった目的を持って実践にとりくんでいることに言及

し、彼らの目的がインド・ヨガの体系的な習得ではないことを明らかに した[Strauss2005・55J。

ヨーロッパや北米の実践者たちの主な目的は、インドで長らく発達してきたヨガそのものを

理解し自分のものとして習得しようというのではなく、イン ド・ ヨガの一部分を自分たらの

日々の生活範囲内で鮒持できる形に解釈し直 し、 各々の国で実践することなのだという

[Strauss 2005:58Jヘストラウスによると、彼ら実践者たちにとって重要なことは、ヨガを

日常の日課 (personalroutine) として実践することなのだ。以上の分析からス トラウスは、

こういったヨ ーロッパや北米のヨガ実践者たちが、文化的および歴史的に異なる他者

(authentic others)に好奇心がある人々ではないことを指摘する。逆にヨガの実践者たちが

注目 しているのは、周囲からの如何なるプレッシャーに妨げられない自由な自己表現が出来

る自己、煩わしい日常生活から解放されリラックスした自己、疲れきった心と体のバランス

をコントロールレ心身ともに健康でいられる自己なのである [Strauss2005:58・59J。すなわ

ら彼ら実践者たちは、健康という側面から「真正な自己 (authenticsel t) Jの追求のためヨガ

を実践するのだと言う [Strauss2005・58・59J。

ストラウスはまた、こういった北米やヨーロ ッパにおける「真正な自己の追求jの背景に、

「ヘルス ・ツーリ ズム (healthωurism)Jと呼ばれる一種の健康ブームが関係しているこ と

を指摘している [Strauss2005:58，1 09J。特に彼女は、先進諸国のヨガ実践者たちの諮りの中

にニューエイジ思惣に特徴的な「心身の健康 (wellness)Jに関する諸概念、 すなわち 「自己

の一存で行動する能力 (self-responsibility)J r自己への信頼 (selιreliance)J r自己統制l能力

(self-management) Jとし、った概念を発見している。こういったニューエイジに特徴的な自

己追求への興味は、 60年代以降の先進諸国において人々の聞に広く 浸透したものである。

ニューエイ ジ思想1というのは、も ともと/レソーの影響を受けた 19世紀のロマン主義に起源

があるとされている [Heelas1996:42J。それまでの古J!4主義や教条主義が級ってこなかった

他|の独自性を主張し、自我の抱える愛 ・不安 ・苦悩 ・夢などが注目された。例えば文学に焦

点をあてると、オリエン トを舞台にネルヴァル、シャ トーブリアン、ラマルティーヌらが個

人の愛や苦悩を表現した作品を多数生み出している [ランセ 1980:9-85J。この 19世紀に起

源を持つニューエイジ思惣が本絡的に一般大衆へと広がったのは 1960年代以降のことであ

る [Rocha2006・114;Heelas 1996:50; Pawle 2007:7-1 oJ 10)。特にニューエイジ思想は、カウン

ターカルチャー運動とiili!fVJし若者の聞で広がっていった [MacFarlane2007J。先進国におけ
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るカウンターカルチャ一五E動との関連でニューエイ ジ思想に詳しい人類学者ポール・ヒーラ

スよる と、ニューエイジに特徴的な自己追求の思想は、カウンターカルチャーが持つ体格IJへ

の懐疑や主流社会における既存の「伝統Jr倫理Jr信仰Jr民族Jといった悶定概念への反

発と融合していったという [Heelas1996:23，50;桑野 2005:77・102J。自己啓発セミナーに通

う人々からヒッピーまでさまざまな人々が、これまで「自己Jを抑圧 してきたあらゆる主流

規範に対 して意識的に反発 し、何者にもとらわれない自己の擁立を目指したというのだ。そ

の方法論として非西洋の文化的実践に目が向けられたというわけである。禅思想、ヨガ、武

道は、啓蒙主義的な西洋近代思想へのアンチテーゼと解釈され、既存概念、から脱するための

実践と考えられるようになったので、ある [Heelas1996: 1 ，50; Pawle 2007:7・10J。ス トラウスの

調査したヨガのへルス ・ツーリ ストたらも、プレッシャーの多い日々の生活から自分たちの

心と体を解放するため、あらゆる国境を越えて 「真正な自己Jを追求する人々なのである

[Strauss 2005:55，58，71，109J。

1-2 ブアツションとしてのモダン・ブデイズム

さて、非西洋の諸実践は、健康とし、う似IJ百iのみから注目されているのではない。近年、禅

などの非西洋の実践は、ファッション誌などで特集が組まれるほど浅間されている。西シド

ニ一大学の研究者ク リスティーナ・ ローシャは、このような 「ファッショナブ、ルなもの」と

しての非西洋の実践を、ブラジルのエリ ー卜胞を中心にフィーノレド調査を行い、彼らの聞で

人気を得ている禅の実践を 「モダン ・ブデイズム (modernBuddhism) Jとい う視点から議論

してし、る。

まずローシャは、海外において非西洋の文化的実践である禅思想人気の背景に、自己追求

への志向性が影轡していること を明らかにしている。ストラウスと同じく彼女もまた、ブラ

ジルにおける猟実践の背景に、カウンターカノレチャーの一つで、ある 「ニューエイ ジ運動jの

影響を読み取っているのだ [Rocha2006・114J11)。さらにローシャによると、 現在世界各国

で広がる神思想は、日本で行われているような禅実践ではなくモダン・ブ'デ‘イズムと解釈せ

ねばならない。というのもモダン・ブデイズムとしての禅は、ニューエイジ思想と関連があ

り、 実践にIc¥l'Jわる人々 が皆一線に自己の健康への関心が高く、 j受禅や|膜想lを実践することで

日々の生活のバランスを管理しよ うと試みる傾向にあるからだ [Rocha2006: 114-115J。スト

ラウスのヨガ実践者ーたちがそうであったように、ローシャの調査したモダン・ ブデイズムの

実践者たらも、ニューエイ ジに特徴的な自己への興味が高い人々なのである。ローシャはあ

る禅実践者とのインタヴューを次のように紹介している。

「椅iが彩、の好奇心をかき立てたのは、その素朴さにあります。禅のすべては、ま

さにこの極めて素朴な|民想にあり、その|慎惣によって日々の生活で起こる ことを

観察し実践することなのです。その他の宗教はしばしば宗教的な場(教会や寺)

と日常'生活を分断しますが、禅の実践はそれら二つを分断しはしません。禅はそ
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れら二つをつなぎ合わせるのです。禅実践は座禅をしている時のみならず、日常

のなかでも可能なものなので・すJ[Rocha 2006: 114-115] 12) 

モダン・ブデイズムの実践者たらは日々の生活でおこる出来事を見つめ、限想などによっ

て自分自身をコントロールしていくことに興味がある人々である。彼らにとって禅の実践と

いうのは、世俗世界から切りIiIf~され神聖視されがらなその他の宗教的実践と逃い、いつでも

どこでも日常生活の中で手軽に行える自己反省・自己鍛錬の訓練なのである。ストラウスの

分析するヨガ実践者がそうで、あったように、モダン・ブデイズムを実践する人々もまた伝統

的な禅そのものの習得を目指しているわけではない。彼らは禅の実践を通して、多忙な日々

の悲らしで乱れた自身の心と体に秩序を取り 戻し、 3首.理することを目的としているのだ

[Rocha 2006・114]。

ローシャはこういったブラジルにおけるモダン・ブデイズムの人気を、 1997年のブラジ

ル版 『ヴォーグ (CASAVOGUEU誌を分析しつつ、アジアと欧米諸国の中流階級者たちの

接触により構築されたエリート・コスモポリタニズムの一部であると{立世づけている。この

ヴォーグ誌では、禅の実践及び禅をモチーフにしたインテリアが特集されている [Rocha

2006: 128，195 J。特集では、名のある建築家やインテリアデザイナーなどが招かれ、快適な

都市生活を目指すコスモポリタンたちのために各々が考える「禅スタイル(ZenStyle) Jが

披露された。ローシャ臼く、この特集は;憶について紹介しているばかりではなく、禅によっ

てトータル ・コーディネー 卜された「ライフスタイノレ(Iifestyle)Jそのものを呈示している

[Rocha 2006: 127J。ニューヨークの一等地にあるヘルムート・ ラング13)の庖が、有名デザイ

ナーによってチベット仏教風にデコレーションされるのが 「ファッショナブノレjであると考

えられる世の中である [Rocha2006:143]。それと同じように、ブラジルにおいてモダン・

フ守デイズムの実践に理解があって、そういうライフスタイノレをおくることができることが、

人々の社会的なステータスとなるのだとローシャは指摘する [Rocha2006: 143J。体制への

反発から始まったニューエイジ運動の思想は、今では 「トレンディ必ファッションjとなり

サンパウロなど都市のエリート胞を中心に、人々の日常生活を彩るポップなライフスタイル

となっているのだ [R∞ha2005: 151 J。
両研究から指摘されるのは、禅やヨガなどの非西洋の実践が、自己の心身の健全を追求す

るための実践として広く 普及している状況及び、ホームランドを隙れた先で実践者たちの日

常生活の一部として取り入れられている状況である。変わって、以下のメルボノレンにおける

事例では剣道の実践者たちが、剣道を自己追求のための実践と捉えつつも、日常とは異なる

目新しい場の創出に関心がある傑子を紹介する。実践者たちの自己をめぐる語りと共に、彼

らが道場という新たな場をどのように認識しているのかを報告したい。
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2 メルボルンにおける非日本人剣道家たち

2-1 謙志舘道場の人々

筆者が聞き取り調査および参与観察を行ったのは、メルボルンにある謙志館という道場で

ある。謙志館はメルボルン市内のロズリン通りにある道場で、現在では剣道、居合道、杖道

の稽古場になっている14)0 ~t~者は彼らに混じり、剣道の稽古及び稽古以外の活動に参加する

ことで、非日本人実践者-たちの剣道をめぐる語りを記録した。本論ではその内の数名の語り

を紹介する。特に R氏と K氏の語りに焦点を当てたいと思う。

謙志館は 1990年にオーストラリアと縁の深い日本人ビジネスマン一家によって建造され

た。剣道の稽古は週 3回行われている。日曜の稽古後は、近所にあるホット・ボピー (Hot

Poppy) と言う名のカフェで昼食をとるのが常となっている。その他、週末のパブでの集ま

りや食事会、合宿などがある。また謙志官官は、オーストラリア圏内で数少ない日本武道のた

めだけに建てられた道場でもある。オーストラリアにおける剣道の稽古は、ほとんどの場合

が中学校や大学の体育館あるいは地域の多目的ホールを借りる形で行われている。よって謙

志館のように常時稽古場として機能している道場は少ない。そのため謙志館は、メルボルン

を含むグィクトリア州剣道連盟のハブ道場として、州内のさまざ、まな道場から出稽古に訪れ

る人々で賑わう場となっている。以下では簡単ではあるが、謙志館道場の尖践者たちがどの

ような人々であるのかを、オーストラリアにおける「マジョリティ/マイノリティJという

慨念と共に整理しておく。

道場で剣道を稽古する人々のほとんどは、オーストラリアの市民権をもった市民、あるい

は永住権をもった永住者である 15)。とはいえ、多文化的なオーストラリアを反映した、実に

多様な文化的・民族的背景を持つ人々が集まっている。いわゆる「アングロ・ケルティックJ、

あるいは多文化主義研究者のガッサン・ハージらが 「ホワイト ・オーストラリアンjと呼ん

できたマジョリティ集団に属す人々で占められているわけではなし、。「マイノリティ」と呼

ばれるギリシアやイタリアなど南ヨーロツパからの移民、ポーランド、イスラエル、トンガ

といった地域からの移民も多数含まれる。またマレーシア、シンガボール、 香港、インドネ

シア、ベトナムなどアジアからの移民も多く、彼らの多くはすでに永住権を取得し、オース

トラリ アを終の住処としている人々である。

ところでこういった人々は祖先の出自を日常的に強く 意識しているわけではない。少なく

とも道場において、彼らが自らのエスニシティを意識しながら話すのは非;常に稀なことであ

る。筆者など、研究のために彼らの出自を詳しく聞こ うとすると、「なぜそのようなことを

聞くのか?Jと不思議がられることが多々ある。道場に通う移民2世代田や3枇代目あるい

は4世代目の人々にとって、祖先の国というのは 11支も行ったことのない土地である場合が

多いという。たとえ血のつながった親戚縁者が祖先の固にいたと しても、すでに言葉の通じ

ない違う国の人々になっており、数年に l度会うか会わないか、あるいは l度も会ったこと

がないといった具合だそう だ。また近年ではマジョリティ/マイノリティ集団16)の垣根を趨
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えた婚姻が進んでいる。ある人などは、「自分の母方はスリランカ人、オランタ

ス人の血が混ざり、父方はオ一ストラリア人、ドイツ人、フランス系ユダヤ人の血が混ざっ

ているが、これで君の質問に答えたことになるか?Jと答えてくれた人もいる。鎌志館道場

では彼のように様々な出自の祖先を持つ人は少なくないのである。また自分の記憶では不確

かなので、家の者lこ閉し、てきてから後日話したいという場合もある。

オーストラリアは、先住民であるアボリジナルの人々を除けば、さまざまな恕由で波荻し

てきた移民、難民、季節労働者で構成された国家である。もともとオーストラリアという国

民国家は、イギリスやアイルラ ン|どからの移民を中心に誕生した。オーストラリアが公式に

アングロ ・ケルティック系移民以外の移民 (東欧や南欧からの移民)を受け入れ始めたのは

ウイットラム政権下の 1970年代のことである[竹間 2000:219J。その後、 70年代後半に

大量;のベトナム移民を受け入れ始めるが、 80年代になると増え続けるアジア系移民を前に、

「フeレイニー論争」と呼ばれる大きな論争が繰り広げられた。論争を通じ、オース卜ラリア

のアングロ ・ケルティック的な伝統を十分に持続できる形で多文化主義を継続していくこと

が叫ばれるようになったのである [血脈 2005:60JoWガルパリー・レポート』は、この頃の
オーストラリアにおける非アング、ロ・ケルティ ック系移民への基本的対策をまとめた政策報

告書である [RPAPSM1978J 0 多文化主義の初期段階であった 1970年代から80年代にか

けてのオーストラリアでは、非アングロ・ケルティック系移民たちは 「問題を持つ人々

(people with problem) Jと考えられていた [Martin1978:78J。レポートでは、経済的・ 精

神的・教育的にアングロ・ケルティック的伝統を維持しようとするオーストラリアに馴染め

ていない移民たち17)の生活支援(福祉政策や英語教育)を、移民が属するエスニック・クソレ

ープを仲介にすることで試みようとするものであった [庖原2005・50-51J。つまりエスニツ

ク・グループが行う自助活動や新参移民へのサービスが個々の移民たらのオーストラリアへ

のすばやい同化を助けると考えられていたのだ。このようにアングロ・ケルティック系住民

がオーストラリアを代表するもの、つまり「ナショナルなものJと表象される一方で、非ア

ングロ ・ケルティック系住民は「エスニックj という言葉で表象される周縁的な存在であっ

た。塩原が議論するように、近年では 「ナショナル/エスニックJのあからさまな二項対立

は批判lの対象とされるようになっているがl旬、アングロ ・ケルティック系住民と非アング

ロ・ケルティック系住民の問に横たわる差別問題は未だ議論されるべき課題を残している

[塩原 2005:173-204， 192J。

メルボルンの道場に通う人々は、オーストラリアの移民史から鍛みると、マジョリティ集

団で、あるアングロ・ケルティック系住民とマイノリティ集団で、ある非アングロ・ケルティッ

ク系住民のどららも有する集団ということになる。ところが前述のように、剣道実践者たち

は少なくとも道場において各々のエスニシティを常に意識しているわけではない。マジョリ

ティ/マイノリティの区別も多様化する熔姻によりl媛|妹なものになりつつある。また彼らは

他人の出自についてもそれほど詳細に把握しているわけで、はなかった。例えば筆者がある実

践者に「あの人のもともとの出自を知っていますか?Jと尋ねたところ、 「さあ闘し、たこと
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はないが、あの人のアクセントからしてメルボルン育ちの人ではないですか?Jと答えてく

れた。 鑑者は彼女の答えを聞いて少し戸惑った。というのも鉱者が聞きたかったのは、 Iあ

の人jの移民としての祖国が何処であるか、あるいは「あの人Jの両親が何系の人なのかで

あったからだ。ところが彼女は、 「どこからの移民であるのか」を軸に考えたのではなく、

「あの人」の英語のアクセントを分析して答えてくれたのである。多文化主義社会であるオ

ース トラリア社会を対象にした研究は、 「マジョリティ/マイノ リティ」の政治的なポジシ

ヨニングが中心的な議論となることが多い19)。それゆえ、 J研冴究対象となつてきた人々には常

に 100系のエスニツク.マイノリテイJや「アンクグoロ.ケ/ルレテイツク系の人々 Jといつた

形容詞が付けられてきた。本論で紹介する人々は、これまでの研究であまり注目されること

のなかったオーストラリアの住人、つまりマジョリティ/マイノリティの区別や、何系のエ

スニック集団に属するのかといった範時で、は諮ることのできない人々である。

2-2 何か目新しい (somethingnew) J場と しての剣道

さて、謙志館道場に集まる多様な人々に 「剣道を始めた理由は何か?Jと聞くと、様々な

答えが返ってくる。両親がそれぞれアングロ ・ケルティ ック系住民と非アングロ ・ケルティ

ック系住民の出身者である S・C氏は、それまで剣道のこ となど考えたこともなかったが、

たまたま犬の散歩をしていたら「謙志館道場」と脅かれた建物を見つけ、興味本位で中に入

ってみると剣道という日本の武道をしていたという。気に入ったのでそのまま入会し現在に

いたると訴してくれた。また両親がエジプトからの移民である P氏のように、日本のこと

など全く興味もなく何の知識もなかったのだが、妹に誘われてなんとなく道場を見学に行っ

た。するとなんだか今までに見たこともない「何か目新しいもの (somethingnew) J 2めに出

会え、 その見たことの無い武道に挑戦してみたくなったという人もいる。さらにイ ンドネシ

ア系オーストラリア人の L氏からも同じような語りが聞かれた。 L氏もまた、もともと剣道

や日本に興味があったので、はないと言う。彼が剣道に興味を持ったのは単なるエクササイズ

目的であると話してくれた。ところが忌近のオーストラリアで流行しているスポーツや武道

(空手やテコンドーなど)には興味が湧かなかった。 L氏日く、空手やテコンドーを含め人

気の高いスポーツなどは珍しさに欠けるというのだ。 一方剣道は、オース トラリアにおいて

それほど知名度が高くない。他の人々とは異なる 「何か目新しいもの (somethingnew) J 21) 

に興味があった L氏にはうってつけであったのだと諮ってくれた。また長年に渡り謙志館

道場で剣道を教える剣道5段の p.s先生に質問したところ次のように教えてくれた。p.s

氏は幼いころからオーストラリアン・フットボール (AFL)やクリケットなどオーストラリ

アの男子なら誰もが興味を持つだろう「普通」のスポーツにまったく興味がわかなかったの

だと言う。オーストラリアにおける AFLやクリケットと言えば、ナショナノレなスポーツと

して熱狂的な脂示を集めるスポーツである。しかし p.s氏は今でもクリケットや AFLに

興味がなく観戦することはない。 p.s氏は幼少期より常に「何か目新しい (somethingnew) J 

22)ことはないものかと探しており、ある Iclたまたま学校で友達になった日本人男子から柔道
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のことや日本のことについて聞くことになる。剣道、弓道、空手への興味はその時からだと

語ってくれた。

こういった「何か日新しいもの (somethingnew) Jとして表される剣道実践は、「成長す

る (developingself) J r挑戦する (challengingself) J r表現する (expressingself) Jとし、う自己

八の興味に関連するものとして表現されることもある。ス トラウスやローシャの事例にある

ように、剣道の実践者たちもまた、自分が思い描く自己を実現させるために剣道に取り組ん

でいる。例えばJ氏23)の場合、剣道という目新しい実践は「自分自身に挑戦する (challenging

self) J 24)ための場であると表現してくれた。彼によると剣道の稽古というのは肉体的に非常

に厳しい。特に夏など、稽古中に脱水症状などで倒れる者もいる。J氏は、そういった厳し

い稽古に耐えることで、少しずつ自分の肉体と技が熔かれていくことに魅力を感じていると

いう。そ して彼は自分の限界へと挑戦し続けるのが剣道の醍醐味なのだと諮ってくれた。以

下ではより詳細に実践者たらの自己への関心を分析するため、 R氏と K氏の語りに注目し

ていく o

R氏は 50代の男性で、イギリスからの移民4世代目にあたる人でユある。R氏もまた剣道

に深い思い入れがあったわけではなく、息子の A氏にたまたま誘われて道場に入会してき

た人だ。たまには息子と共に余暇を活用し何か新しいことを始めてみるのも良いと思ったと

いう。そんな R氏によると、剣道の良さの一つは、稽古を続け月日を重ねれば重ねるほど

道場のメンバーに認められ受け入れられるようになることだとし、う。彼は「成長 (developing

self) Jという表現をj恥、ながら、長男lに渡る剣道実践の継続が、コ ミュニティーの成員とし

ての立場を確立することにつながると話した。さらに R氏は悠者に、その継続が積み重な

りやがては周囲からの信頼を集めるようになることを強調し、そのうら自分も道場の重鋲と

して (siton big boy's table) 25)、新しく入ってきた者を教え導き次の剣道家を育てることが

凶来るようになれば熔しいと諮った。

また R氏は剣道という場に特別な感情を持っている。彼自く、剣道のために道場に集ま

る実践者たらの聞では、年齢や職種に関係なくお互いが単なる l人の剣道家どうしと して接

し合うこ とができる。謙志館には、多様な出自を背景に持つ人々がし、るが、それらの人々は

また、政府のエンジニアや尚校教師、大企業の役員や不動産会社の経営者など色々な職般の

人々でもある。R氏自身はスーパーの倉庫で物流管理をしており、彼は自分自身の職業や学

歴のことを社会的に高いステータスがあるとは認識していない。 R氏によると、剣道の稽古

に来る人々は、彼が普段の生活の中で職種や学歴が墜とな り親しくつき合う ことができない

ような人々である。ところが道場では、そういった人々が自分のことを一剣道家として分け

隔てなく扱いつき合ってくれる26)0R氏が剣道に魅力を感じ稽古を継続しているのは、自己

の肉体的鍛錬にのみ意味を見いだしているからではなく、彼を受け入れ成長を促 してくれる

場に芯味を見いだしているからでもあると話してくれた。

このように R氏にとっての剣道実践は、既存の|社会的ステータス」というしがらみか

ら解放されたものであり、日常生活では得ることの出来なかった「自己Jを創出することが
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出来る場として捉えられている。実はこういった 「既存の社会からの自由」という諮りは、

その他の実践者からもしばしば聞かれることである。例えば K氏は、この目新しい剣道実

践を既存の社会から雌れ自己を自由に「表現する (express)J 27)場であると諮り、剣道実践

の良さを「強烈さ ・激しさ(jntensity)J 28)という言葉で表現してくれた。K氏は 20代女性

で、2010年にメルボノレンにある大学 (RMIT)の修士課程で作家コース (creativewriting) 

を修了 した。 彼女は地元メルボルン育ちで、その先祖を何世代か遡ればドイ ツやイギリ スか

らの移民だったという。K氏も剣道についての知識をそれほど持たず道場に入会してきた人

である。アマチュアの女子プロレスや乗馬の経験者で、新しいものに挑戦し統けることが人

生の楽しみだと諮ってくれた。

K氏によると、剣道実践は日常生活て、押さえてきた 「自分Jを思う存分保け出し表現する

ことが出来る場を与えてく れるのだと言う。周閣の反応を気にすることなく、自分が内に秘

めていた闘争本能を剥き出しにして相手に稽古を挑むことができるからだ。特に女子プロレ

スの経験者である彼女は、体を使って相手にぶつかることに興味を持っているようで、あった。

彼女にとって格古中に自分自身を思う存分に表現することができる剣道は、日常生活で押さ

えねばならなかったものから完全に自由でいられるもう l人の自分のための時間というわ

けである。

彼女はまた、日常生活と対比させながら剣道実践は誰もが気楽に実践することのできない

ものだと表現してくれた。 K 氏は自分の家族のことを 「彼ら (they)JとI呼び、 道場に集う

人々や自分自身と 区別している。K 氏によ ると彼女の家族のような人々は「西.洋的な

(Western) J 29)価値観しか知らない普通のオーストラリア人なのだとい う。 そんな家族に剣

道のこ とを話した時、家族の{iif人かから次のよ うな意見が1-1-¥された。彼女の家族は、娘や由li

が熱心に励んでいる剣道という日木の武道の知名度が上がれば良いと考えていたようで、 K

氏に剣道がオリンピック種目になれば良いと思う と話したのだ。オリンピッ ク種目になれば、

知名度が上がり 柔道のようにMf~ もが知るところとなるからだという ml由からだ。 また K 氏

の家族は、剣道がオリンピック種目になることで様々な大会も1mかれ、各大会に K氏が出

場して多くの選手と腕を競い合い活路することを期待しているらしかった。K氏は著者に、

こういった家族らの意見に同意できないと諮った。彼女は剣道の知名度が上がれば良いと思

ったことも無ければ、大会で誰かと存立し、合うために剣道をしているわけで、はふないのだと言うo

K氏によると、彼女の家族のような「普通の人々Jは、 剣道をその他のどこにでもあるスポ

ーツと同じように倣う。彼女やその他の実践者たちがどのような意図で剣道を実践している

のか全く理解できないだろうと言うのである。以上のような彼女が話す家族についての語り

は、彼女が剣道が柔道のように世界的な人気を得る実践になってしまう ことを好ましく思っ

ていないことを示している。事実 K氏は剣道がオーストラリアで「普通の人々」も気軽に

楽しむポピュラーな実践になることに肯定的ではない。K氏はさらに悠者との会話の最後に、

「剣道は謎めいたもの (mystic)でなければ意味が無し、わJ30)と付け加えた。2在者は会話の

始めに彼女の口から「西洋的な」という言楽が出たので、てっきり「神秘的 (mysterious)J 
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なという意味で rj謎めいた (mystic)Jという言梨を使ったのだと思った。ところが彼女に、

剣道を普通のオース トラリア人が理解しがたい 「村i秘的な東洋.の実践」だと思っているのか

どうか閉し、てみると、 K氏は慎重に考えながら「う~ん、そういう意味ではないの」と答え

た。 確かに、この日の私との会話において、彼女のもっぱらの関心は、彼女が 「彼ら」と 11手

ぶ「オース トラリアの主流社会jと、それに対立する形で存在する自分自身で、ある。つまり、

ここで K氏が自らの 「家族(普通の人々)Jと対比させる形で説明する「謎めいた剣道Jと

は、 会話の文脈から考えて「普通の人々」が簡単に介入できない何かを表象していると考え

るのがより妥当である。

ここで以上のような自己の追求の場としての剣道を、本節の始めに紹介した 「剣道実践者

たらが剣道を始めた理由Jと共に改めて考えてみたい。エジプ 卜人の移民を両親に持つ P

氏は、剣道を始めた理由に、剣道が自己にとって「何か目新しい (somethingnew) Jもので

あったからだと話してくれた。長年に波り謙志、館道場で稽古をつける p.s氏もまた、剣道

を始めたきっかけは、オース卜ラリアの主流社会で考えられているような既存のアクティヴ

ィティではない剣道に自己のl脅好を満たす 「何か目新しいもの (somethingnew) Jを見いだ

したからである。また主流社会との関連で考察すると、 R氏と K氏の語りも興味深し、。K

氏の場合、剣道の実践は彼女が考える「普通の人々」から彼女自身を分断させるものであっ

たし、R氏は日常'の生活では実現できないであろう道場の人々との関係性から新たな自己を

創出していた。実はこの「何か目新しいもの (somethingnew) Jといった表現は、今回紹介

できなかった実践者たちの言葉にもあった。そういった人々もまた剣道が持つ自分たらの生

活範囲には無かった目新しさに号|かれたのだと言う。彼らメノレボ〉レンの剣道実践家たちは、

剣道に「これまでの生活にはなかったものjを求めていたと考えられる。彼らは総じて、日

常生活とは少し~なる「差異」を取り入れながら、理想とする自己を追求する人々なのであ

る。

2・3 衣服と洗面総具

しかしながら、以上のよ うなメルボルンの剣道実践者と、ス トラウスやローシャが調査し

たヨガやモダン ・フぜデイズムを完全に同一視してしまうことは出来ない。ヨガやモダン ・ブ

デイズムの実践者・たちは、それぞれの実践を自己の生活の一部として解釈し直し、ス トラウ

スがヨ ガ実践の特徴として上げているニューエイジ的な 「自己の一存で行動する能力

(self-responsibility) Jや 「精神的な向上 (spiritualadvancement) Jとし、った 「自己追求Jを

日常生活内部で実践しようとする。一方、メルボルンの実践者たちは、 自己を追求すること

に興味を持っていると言う点ではヨガやモダン ・ブデイズムの実践者と共通するが、必ずし

も日常生活の一部として剣道を捉えていない。というのも以下で分析する通り、「自己への

追求Jはメルボルンの実践者たらの場へのこだわりと絡接に関わっているからだ。

メルボ、ルンの調査から見えてきたもう一つの特徴は、剣道の実践者たらが道場という空間

を特別な場であると認識しているということだ。メルボルンでは、実践者たらはこれまでl床
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わったことの無い「何か目新しい (somethingnew) J空間として剣道実践を日常生活から区

別している。例えば R氏は、道場では日常世界での人間関係、職種、 学歴といった諸々の

常識を括弧に入れることができると考えていた。また Kは剣道がポピュラーな実践になる

ことを嫌悪し、「オリンピック競技になれば良いのに」という家族の意見を退けている。ヨ

ガやモダン・ブデイズムの実践者のように日常生活そのものに取り込もうというわけではな

いのだ。このような特定の場の特別視は、ヨガやモダン・ ブデイズムの調査から報告されて

いない。ローシャのモダン・ブデイズムの実践者たちが、教会や守ーなどの空間を特別視する

ことを嫌い、モダン・ブデイズムの実践を自己の日常生活の中に{立置づけているという諮り

とは大きく異なる点である。メルボルンの実践者たちは、むしろ日常生活と剣道実践の空間

を個別のものとして区別しているのではないだろうか。というもの本論で紹介した剣道実践

者たちは皆一様に、「差異 (somethingnew) Jを生み出すことに焦点を置いているからであ

る。その「差異Jの対立項に」二げられるのは 「彼らが良く知る日常の生活」である。剣道実

践者たちは、剣道実践に日常の生活とは「何か異なる差異 (somethingnew) Jを発見するこ

とで、その差異を保持しながら自らが属す日常社会との距離を創出している。

ところで剣道の実践者たちが求めている「差異jというのは、従来のオリエンタリズムな

どの他者表象をめぐる研究で指摘されてきた磁的同一性の民に陥る「自己とは本質的に異な

る他者性あるいは巣質性」のことではない。例えば、「日本を理解するJあるいは「東洋の

神泌思怨を理解する」ために剣道を学ぶというのならば、本質主義的でJJ4型的なオリエンタ

リスト的発組、31)から他者を消費していると言えるだろう。なぜならそこには、自己とは本質

的に異質であると想像された東洋の「他者Jがアプリオリに前提とされており、宵定的にし

ろ否定的にしろ人の好奇心はその「他者・」へと向けられているのだ。これを仮に「オリエン

タリズム的な自己」とl呼ぶなら、そういった 「オリエンタリズム的な自己Jとは 「本質的に

異質な他者」を生みだすから成立する 「自己Jである。例えばキャロル・プリッケンジは、

オリエンタリズム的な自他の創出を、英国植民地下のインドにおけるイギリス官僚と彼らの

モノの収集を例に分析している。イギリス人官僚たち一人ひとりにとって、植民地で平に入

れたものをコレクションすることは重要な作業であったという。ブリッケンジによると、官

僚たちの「コレクションするJとしづ行為は、彼らが自らのインドにおける経験に秩序を与

える行為だったと指摘する。同時にこの秩序付けは、インドそのものを認知的・物理的に自

分たちの管理下に置いているという「イリュージョンJ、あるいは鉛党空間をつくりだすこ

とでもあった [Breckenridge1989:211] 32)。このようにオリエンタリ ズム的な他者表象の特

徴は、 「異質な他者Jのイリュージョンをつくりだし、その呉.質性を管理することが出来る

「自己Jを演出することで成立していたと考えられる。

ガッサン・ハージは、このようなオリエンタリズム的な自己演出を、「見せる椛カ」ある

いは 「自己呈示をめぐる権力Jであると批判lし議論を展開している。ハージはまず、人が彼

/彼女自身の外見を管理しようとすること、あるいは彼/彼女が自分たちの外見的に望む理

想に近づこうとすることを、社会的規純に適応した身体になりたいとし寸願望であると議論
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する [Burgelin1979:25 quoted in Hage 2000( 1998): 150-151 J。彼はオリビエ・パージェ リンに

ならい、衣服の社会的意味に注目する。例えば洗面道具というのは、個人の身体を社会的な

身体へと仕上げるための道具で、あるが、それらは しかし公的な眼差しにl燥されること なく私

的な空間でのみ使用される [Burgelin1979・25quoted in Hage 2000( 1998): 150-151 ]。一方、衣

服 とい うの は、 道具のみ と して使わ れ る洗 面道具たちとは奥.なり 、

道具でもあり身体そのものでもあると言う [Burgelin1979:25 quoted in Hage 2000(1998): 

150J。要するに衣服は、身体の一部あるいは代用と して、公に曝されることで意味をな し、

時に身体の一部となりながら目に見える形で個人の自己呈示を助ける。ハージはこれを 「呈

示機能 (presentationalfunction) Jと名付け、多文化主義国家であるオーストラ リアの権力様

式と相|測させながら論 じる。ハージによると、オーストラ リアにおいて非商t.'(oに由来の文化

的諸実践は、オーストラリアというナショナノレな空間で、展示されることで意味をなす。それ

ら諸実践は公に呈示されることで、オーストラリアというナショナルな身体の衣服となるの

だ。オース トラリアを一つの意思ある主体に例えるとするならば、 移民たちの諸文化を寛容

に受け入れている様は、それらを上手く 着こなしている (あるいは包:理している)自己演出

なのである [Hage2000 (1998): 14トI64J。

今回紹介したメルボルンの剣道家たちにとって、剣道の実践がどのような機能を持つのか

を考えるとするなら、日常社会から距離を置くための機能、 あるいは日;常生活から少しの問

だけ雌脱するための機能 (thefunction of retreat)を持っていると考えることはできないだろ

うか。というのも彼らの針奇心は、異質な他者を理解し管想ーすることができる自己呈示に向

けられているのではなく、自己表現のーっとして日常社会からの差異化に向けられているか

らだ。 筆者が紹介した剣道の実践者たちは、そういった特殊な空間としての道場で、剣道実

践を通 して自己の追求を試みよ うとする。本論冒頭で紹介レたドイツ人弓道家ヘリゲルやフ

ラダンスの実践者たらと泣い、剣道実践者たちの|刻心は他者へ向けられてはおらず、ゆえに

神秘的なオリエン トへの悩れや好t奇心については触れられていない。事実 K氏は「謎めい

たもの (mystic)Jという表現を用いながらも、その諮りには、自己とは本質的に異なる他

者の惣像は線認、されなかった。また R氏の語りに見られるように、剣道実践及び道場とい

う場は、日常生活の諸事によって介入されない特殊な空間を創出していることが分かつた。

彼らは、剣道実践を自己呈示のための道具として認識しているのではなく、日;常生活とは違

う「何か目新しい (somethingnew) J空間を提供してくれる場として認識しているのである。

おわりに

本論では、ス トラウスやローシャのフ ィールド調査と比較しながら、剣道という日本にま

つわる実践がホームラン ドを離れたオース トラリアでどのように機能しているのかを論じ

てきた。本論では、「剣道=日本の武道Iという表象を一時保留し、フィールド調査で得ら

れた情報を考察しながら、海外における剣道実践を再考察しようと試みた。 実際にメルボノレ
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ンで剣道を実践する人々を調査し、従来の議論にあるような非日本人剣道実践者たちの 「神

秘的なオリエン トJへの入り口と して剣道が消'ff(されているのか否かを明らかにするためでら

ある。また、これまでの人類学的研究では、メルボルンのような多文化社会は、ホワイトネ

ス研究やアボリジナル研究の対象とされることが多かった [Jupp2002; Jakubowicz et al 1984; 

Hage 2003; Hollinsworth 1992J。それらの研究で焦点があて られてきたのは、 抑圧者と しての

アングロ ・ケルティック言説や、アボリジナルの先住性に焦点をあてた政治的マイノ リティ

のアイデンティティ・ポリティクスである [Haggis2004; Moreton-Robinson 2004; Hollinsworth 

1992J。しかし今回のフィールド調査で紹介したのは、多文化社会メルボルンで、各々の出自

集団をことさら意識せずにいられる場と、典文化の実践を日々の楽しみに暮らす人 で々ある。

筆者が注目したのは、各々の出自をことさら強制する ことない人々の生活及び、異文化の実

践を煤介に人々がどのように自己の生活空間を構築していくのかということである。

1) ホームラン ド (homeland)Jという言ー楽は、メルボルン大学の研究者 TamaraKohn 

(anthropology)の論文を参考に した表現である。Kohnは、イギリス、アメ リカ合衆国、オ

ース トラリアに広がりつつある合気道の人類学的研究在行っている。彼女はIホームラン ドJ

と言う言葉を、「ある武道を生み出 し長年に波り育んでらきた土tlliJという意味で用いている。
適切な和訳が思い浮かばなかったので、 Kohnの言葉をそのまま借用した。Kohn，T. 2011 
“Appropriating an Authentic Bodily Practice from Japan: on 'being there¥'having been there' and 
'virtually being there'ヘinStrang， Y. and M. Busse (eds)， Ownership and Approprialion (ASA 
monograph)， Oxford: Berg. p. 65を参!!日のこと。

2) ヘ リ ゲルはドイツ人哲学者で、 1924 年から 1929 年まで東北帝国大学に招かれ、 ~ì'li師と し
て日本に滞在した。*北帝国大学で、は新カント派についての講義を担当している。

J) ここで意味する 「超自然Jとは以下を意味する。へリゲルは 『弓と禅』において、 阿波

がへリゲ、ルに説明した弓道の極意:の一つを「“それ"が射たJとドイツ語に献し紹介している。

ドイツ語の Iそれ (Es)Jには英語の「それ (It)Jと|司じように独特の話、味があり、人4討を
J也えた力を指す。ゆえにヘリゲルが ドイツi活で、 阿波先生は「“それ"が射たと説明されたの

ですjと言うとき、阿波が人の力を超えた何者かにつきill!Jかされて弓を射たという J也自然的
な現象を指すこ左になる [1Li問2005:82J。また山間の指摘によると、実際に阿波が自分の
射た弓を 「“それ"が射たjとへリゲ、ルに説明たかど、うかは疑わしい。へリゲル以外の弟-(-ーが

同じような説明を受けた痕跡がないことから ~il:明されると 言 う[山 田 2005 : 78J。
4)ある夜の稽市で阿波は11音附の中、第ーの矢を的に命中させ、さらに第二の矢を第ーの矢

の筈に命中させたことがあった。安沢は阿波本人からその時の出来事を次のように聞いてる。

安沢.rあのH布、礼射をやったんだ。101-1矢がrt'って、乙矢がターッという何かにプッツかっ
た様な也:がした。それからあと、オイゲンさんがいくら経っても帰ってこないんだ・ ・・ そ

れからまあオイゲンさんが的のがlにちゃんと借っている。先生がこうやってそば行って (の

このこ出掛ける絡好) rどう したんだJと云うと、声もださずにオイグンサン凍てついた様
に坐っている。 ("IJ略)先生は、 「し、や、あれはただの偶然だよ」、「こんなこと別におれとし
ては見せたつもり でもねえんだ」と云うんだん 一方、へリゲノレの『弓と禅Jlには、そのH寺
の出来-l，!tが次のように解釈されている。 r1'11矢の方は男11に大 した離れ校で、なかったとあなた
はお与えになるでしょう o何 しろ私はこの1!~とは数十年来なじんできているので、 真 11音聞の
時ですら的がどこに在るか知っているに違いないというわけですね。そうかも知れません。

また私はいい訳しようとも思いません。 しかし月l久ーにあたった乙矢ーこれをどう考えられま

すか。とにかく私は、 この射の功は“私"に帰せられではならないことを知っています。 “そ
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れ"が射たのです。そしてあてたのです。仏陀の前でのように、このがJに向かつて頭を下げ

ようではありませんか」となってし、る [11I悶 2005:86-87J。

5) これは後にヘリ ゲノレ自身による改訂版で『弓と榔』と訳され今日にいたる。

耐熱川は日本におけるフラ夫践は、 「ハワイj という文化的 ・民族的に異なる 「他者jへの

強いあこがれを反映したものだと儀命している [KlIrokawa2004:400-401 J。日本のブラ音楽

は、ハワイのそれには見ない~!l!自な歌詞j を生み出 している。黒川は、|ニ| 本風にア レンジされ
た独自性の強いFI本のフラ音楽を、 rJapanizeJされたフラである と指摘している [Kurokawa
2004: 17，83-84，403 J。ところが一方で、 1:1本におけるフラダンスの語りは各作代によってさ

まさまに変化しており、ハワイという 「他者Ji'強く;芭:織したものでもある。例えば 1930

年代の 「近代的なアメリカ文化jとしてのプラや、近年の rEI本が失いつつある原始の文化
が残る南の楽|車IJとしてのフラなどである。県川はこれを「他者になりたし、(becomingOther) J 

とい う悩れの現れであると論じ、ここにオリエンタリズム自のな他者表象を読み取っている

[KlIrokawa 2004: 17J。

7)英語の rlando practiceJを筆者が日本諮訳に したもの。
8) Reginald Pawleは精神医学的な観点からアメリカにおける禅の実践を次のような研究を進

めている。禅思想は、アメリカにおいてカウンターカルチャーのーっとして受け入れられて

きた。またアメリカに限らず、禅の夫・践は先進諸国で社会的な大きな流行になりつつある。

また彼は、アメリカ社会における 日 寸史的な教義理念、に、「分肉lí と伽|性化を強IÜI~ し、選択を行
う能力を促し、自己評価liを改善し、 自分の似性を発展させることを奨励する」というイデオ

ロギーがあるのだと指摘する [Pawle2007目7・10J。しかしこういった自己にはM消すべき欠
点もあって、粘神分析家のマーク ・コ二プスタインは、そのう‘らの一つに過度な自己愛である

ナルシズムをあげる [Pawle2007:7-IOJ。現在アメリカでは心理学的な観点から、このナル

シズムを解消しつつ自己の側性を保つ実践として禅が注目されている。特に禅の特徴の一つ

である「体験ありき」という方法』愉に脚光があたっており、 大量のIM'liili本が書J;lJに此ぶよう
になったという [Pawle2007:7・10J。自 己の判断で選択し、 自己と他者をl列硝:に分雌させつ

つも、過度な分別による旦u性の働きを抑えるため、 {可も考えずに 「まず体験をしてみるjこ
とを促す禅に価値が見いだされているわけである [Pawle2007:7-IOJ。

"ストラウスによると北米やヨーロッパの実践者たちは、「西洋のヨガ実践者たらは、イン

ドの伝統的な体系としてのヨガに!liJ1床をしめしているのではないJ[Strauss 2005:58J。それ

らの人々 は、「イン ドから本国に帰国 した|燃にヨガの実践を個々人の日課と出来るようにす

ることj、また 「多忙な 日常生活ーに差し隙りの)!院し、ようにヨガを'乎ぶJことを主眼としてい

るという [StrallSS2005・58J。統けて彼kは、 l心身の健康に敏感必凶洋諸国のヨガ求道者た
らは、 他者への興味ゆえにヨガを学ぼうとするのではなく、外l~ilか ら の拘J Jl: に IILl害 されるこ

となく真に自分の思うまま リラックスして暮らせる自己 (anallthentic S巴11)を追求 している

のである」 と分析している [StrallSs2005:58Jo 1この場合、真iE性とは日常のさまざまな局

面で肉体的・哲学的に自己を管理することで、乱れがちな心身のバランスを整えるこ とを意

味するJ[Strauss 2005:59 J。
10) r多様な宗教が混在するブラジルにおいて、仰がこの地に根付いたことは不思議な話し
ではない。事実、禅は幾つかの小さな集団に広がり実践されていた。しかし 1980年代から

90 年代にかけて広がったニューエイジ運動は、それまで小規艇な集団内部で注 I~I されてい

ただけの禅を、より大規棋なものへと変えて行った。特・に上流・中流階級に属する 白人層に

まで押し広げたという点、で特徴的であるJ[R∞ha 2006・95J。
11) ブラジルにおける仏教の人気にはカウンターカノレチャーとして広がったニューエイジ

思想、の影響がある。ニューエイジ忠怨はアジア諸国と西洋諸国のエリ ートたちの接触により

広がったもので、特に 19世紀以降に反西洋化(thethreat of Westernization)の意識が高まる

なか顕著となったJ[Rocha 2006・114ぺ15J。
12) この部分はあえて日本諮訳せず原木のまま討 に引用する。ローシャが英諮で書きおこし
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たヨガ実践者の細かし、ニュアンスを描写するためである。“Whatcalled my attention to Zen 

was mainly its simplicitテZenis very much this experie肌 官 ofmeditalion， it's to practice and 
observe what happens in your daily life. Zen does not make this separation， as the m勾orityof other 
religions do， between the religious place， where you practice (th巴旬mple，the church)， and your 
normal， daily life. Zen puts these two things together. The practice is not only when you do zazen， 
but it is also something you'lI pl'actice in your daily life" [Rocha 2006: 114-115J 目

13)世界的に令名なファッションデザイナ一。

14)数年前までは長刀の稽古場でもあったが、現在では長刀の師範である日本人女性が帰国

してしまい、 稽古は行われていない。

15)その内の幾人かは、 インドネシア、中国、イスラエルなどからの留学生もいる。それら

の学生は、卒業後オーストラリアに残り仕事をすると言う人がほとんどである。彼らの話題

に頻繁に主主場するのは、永住権をめぐる話しで、「どうすれば最短で永住権取得を獲得でき

るか」と情報を交換しあっている。実際に夜、なども、「卒業後はオース トラリアに残るのかワ」

とうんざりするほど繰り 返し聞かれる。

16)オース トラリアにおいてエスニシティ (民族)とは、政治的主流派であるアングロ ・ケ

ルティック集団 (ホワイ ト・ オーストラリアン)に属さない人々のことを指す。 例えば塩原

は 1970年代のオース 卜ラリアにおける公定多文化主義言説を説明 しながら次のように議論

している。 「公定多文化主義言説において、 こうした 「エスニック」という集団的カテゴリ

ーは、「ナショ ナノレ」 なるものと対立するものとして位置づけられていた。そ して、そこに

おいて「ナショ ナル」と して怨定されていたのは、英国 ・アイルラン ド系 uアングロ ・ケ
ノレ 卜J[Anglo-CeltisJ)住民と、その文化や生活様式に他ならなかったJ[塩原 2005:51J。

17)ユーゴスラ ビア系、中国系、 ギリ シア系、イタ リア系、マノレタ系 [甑原 2005:52J。

1&) EACは 1978年に役立された Iエスニック問題委員会 (EthnicA汀airsCommision) Jのこと

である。 NSW州政府により非アングロ ・ケルティック系移民に対する偏祉サービス提供が

主な機能である。ところが 1999年から2000年にかけて、 EAC委員会の名前に「エスニツ

ク」とい う文字が入っていることが問題椀されるよう になった。 「エスニッ ク」という名前

そのものが、まるでオーストラリアがアンクーロ ・ケルティック住民と非アングロ ・ケルティ

ック住民に分断されている国のようだという意見が出されたのである。詳しくは境原良和

2005 Wネオ・リ ベラ リズムの時代の多文化主義11p.178を参照のこと。
l的例えば代表的な研究を上げると、塩原良和2005Wネオ・リベラ リズム時代の多文化主義』

文昇堂、関校政美2∞oW多文化主義の到来』朝日選書、竹聞いさみ 1991W移民、難民、援
助の政治学ーオーストラリア国際政治』似J草書房、JamesJupp (2002) From White Australia 10 

Woomera目 TheStory of Ausll叫 anImmigralion， Melbourne: Cambridge University Press， Andrew 
Jakubowicz et ai.， (1984) EthniciσClass and Social policy in Australia， Kensinton NSW目 Social
Weltare Research Centre， Univel'sity ofNew South Wales， Ghassan Hage (2003) Againsl Paranoid 
Nationalism， Annandale: Plato Pressなど枚挙に迫が無い。ーカ・で本研究のように、オース トラ

リア主|会で7 ジョリティ/マイノリティの垣根を越えて多段な人々が lつの実践を媒介に

集団を形成している事例研究は少なく、代表研究と言えるようなものはまだない。

20)この Isomething new Jとい う言葉は実際に P氏が諮ってく れた言葉である。

21)この Isomething new JもL氏自身の言楽である。

22) このと きの Isomething new Jも実際に p.S氏が諮ってく れた言葉である。

23) J B(;の出自については詳しく聞き取り調査をする ことができなかった。 J氏は地元メルボ

ルンの育ち
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26) この話は筆者が R氏に、彼の職業を尋ねた時に諮ってくれた話であるo

m この言葉もまた K氏自らの言楽である。
28) この言楽は K氏自身の言楽である。

29) この言柴は K氏自身の言楽である。
JO)この言葉はK氏自身の言楽である。

31) とはいえ、ここで言う 「オリエンタリ ス トJとは植民地主義の文脈で批判的に議論され

てきたオリエンタリストと少し奥なることを指摘しておかねばならない。従来、文化人類学

において批判されてきたオリエンタリズムは、植民地支舵によって生まれた抑圧字re被抑J王
者の権力問題と深く関連していた。 そこでは支配する仰!と支配される側の二項刈立が 19~織に
浮き彫りにされてきた。ところが本論で紹介したメルボルンの事例で、は、抑!正/被抑J五の明
確な二分法を読み取ることはできない。メノレボ/レンのフィールド、で出会った人々は、先進国

オーストラリアで教育を受け、英知・闘で普通的に信じられるfsli値規範を身につけてきた人々
ではあるが、岡崎にそれぞれ独自の出自集団を持つということも忘れてはならない。

32) 他民地世界を私有化しようとする願望は、植民地の英1守僚たちにみられる一種の戦略
である。個々人の宵僚たちにと って、楠民地で平に入れたモノを収集し諮秘することは、自

分たちがインドを管理しているというイリュージョン(錯党)を認識論的にf本験することが
できる装置なのである。多くの英官僚が収集に砂巾になっていたこ左から、モノの収集に介

在された英官僚たちのインドを管;期したいという願望は、彼らの聞で共通の認織となってい

たと考えられる。同附に、それら収集されたモノたらは 191:t1:紀後、いに議場し始めた 2つの

公的機関、すなわら博覧会と悼物館におさめられることになる。よって、相民地の315官僚が
養ったインドに対する管理の認識は、宗主国のメトロポリスにまで持ち帰られることになっ

たわけである。メトロポリスの博覧会や博物館では、収集されたモノたちは遠いエキゾチッ

クな呉国の戦利品として、またヴィクトリア朝が裳握する植民地と世界の秩序の証として鑑

賞されたJ[Brickenridge 1989:211 ]。
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